





































は初年度の2017年度が 1名 (2年生）， 2018年度が2名 (3年生）で， 2019年度は7名 (2年生4名.3年生3名）
に増加した。小学校社会科基礎論は，初等教育エキスパートプログラムの 2018年度入学生より必修科目となり，この
ことが履修者数の増加につながった面もある。藤戸台小学校は和歌山大学教育学部の連携協力校であり，大学に隣接し



































と6月19S (水）の《フィールドワーク》のレポートを課し， 6月5日（水）と 6月26日（日）はそれらのレポート
をもとにディスカッションを行った。その後は履修学生に， 日本の水産業に関する学習指導案の作成を課し，模擬授業
を行ってもらうこととした。学習指導案の段階的な練り直しを経て，最終授業日である 7月31日（水）に， 2年生グ
ループ (4名）と 3年生グループ (3名）がそれぞれ授業者を決めて模擬授業を行った。学習指導案の単元名は， 3年生
グループが「日本の水産業を考える～加太漁港を通して～」であり， 2年生グループが「未来の水産業を支えるために
～加太漁港を通して～」であった。この模擬授業には，児童役として島津が担当する地理学ゼミの4年生 (4名）と，
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